
  

  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  541  △10.5  49  35.5  54  28.7  62  32.9

22年３月期第１四半期  604  △21.0  36  △39.3  42  △37.8  47  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  3  06  －      

22年３月期第１四半期  2  30  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,267  760  60.0  37  19

22年３月期  1,247  740  59.3  36  18

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 760百万円 22年３月期 740百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        －      －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  －      －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  915  △4.6  △3  －  2  －  △5  －  △0  24

通期  1,800  △4.8  13  －  23  －  10  －  0  48



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 20,540,525株 22年３月期 20,540,525株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 79,582株 22年３月期 78,330株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 20,461,546株 22年３月期１Ｑ 20,465,564株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の経済対策の効果など、一部景気回復の

兆しが見られるものの、欧州諸国の財政危機問題や雇用情勢・所得環境の悪化など、先行き不透明感は払拭できな

い状況が続いております。 

 当オーダー小売業界におきましても、雇用情勢及び個人所得の悪化から個人消費の低迷が続くとともに、天候不

順等の影響もあり、依然厳しい環境が続いております。 

 このような状況のなか当社は、売上面では、前期より取組んでおります「お客様がお持ちでない商品」として

「シャツ生地ジャケット」を販売強化するとともに、ネット通販による新規顧客の獲得に努めてまいりました。ま

た店舗につきましては、当期計画にて決定しております不採算直営店９店舗のうち、当期間におきまして２店舗を

閉店いたしました。ＦＣ店に関しましては、廃業等により４店舗を閉店いたしました。 

 以上の結果、売上高につきましては、消費低迷及び閉店店舗の影響もあり541百万円（前年同期比10.5％減）と

なりました。営業利益につきましては、売上高が減少したものの、製造コストの削減による粗利益率の改善、経費

削減の結果49百万円（前年同期比35.5％増）となり、経常利益は54百万円（前年同期比28.7％増）となりました。

 四半期純利益につきましては、役員退職慰労引当金戻入益９百万円等を特別利益として計上したこと等から、62

百万円（前年同期比32.9％増）となりました。   

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期会計期間末の総資産は1,267百万円となり、前期末に比べ19百万円の増加となりました。その主な

要因は、投資有価証券の増加等によるものであります。 

 負債合計は、506百万円となり、前期末と比べ０百万円の減少となりました。その主な要因は、未払法人税等、

役員退職慰労引当金の減少及び買掛金の増加によるものであります。 

 純資産合計は、760百万円となり、前期末と比べ20百万円の増加となりました。その主な要因は、四半期純利益

の計上及びその他有価証券評価差額金の減少によるものであります。    

② キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、前期末と比べ61百万円減少し、209百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、50百万円となりました。これは主に税引

前四半期純利益の計上によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△111百万円となりました。これは主に

投資有価証券の取得によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△０百万円となりました。これは主にリ

ース債務の返済によるものであります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の第２四半期累計期間及び通期業績予想につきましては、平成22年５月13日公表の業績予想から

変更はありません。  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

エフワン㈱　8128　平成23年3月期　第1四半期決算短信

- 2 -



  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理  

① 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末における棚卸高の算定に関して、実地棚卸を省略し前事業年度末に係る実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。これにより、税引前四半期純利益は、１百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始によ

る資産除去債務の変動額は１百万円であります。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 209,919 271,807

受取手形及び売掛金 118,387 106,104

原材料 5,860 6,307

仕掛品 6,362 6,888

前払費用 17,813 18,350

未収入金 2,418 2,318

その他 10,502 11,116

貸倒引当金 △40,340 △42,540

流動資産合計 330,923 380,352

固定資産   

有形固定資産 10,167 10,870

無形固定資産 2,182 2,254

投資その他の資産   

投資有価証券 541,734 479,606

関係会社株式 47,000 35,000

出資金 121 121

長期貸付金 35,858 35,821

破産更生債権等 47,377 48,520

敷金及び保証金 308,290 312,379

その他 10,320 10,345

貸倒引当金 △66,359 △67,559

投資その他の資産合計 924,342 854,236

固定資産合計 936,692 867,360

資産合計 1,267,615 1,247,713

負債の部   

流動負債   

買掛金 95,874 79,073

未払金 29,018 27,323

未払法人税等 4,597 16,894

未払費用 19,121 19,809

その他 20,231 17,120

流動負債合計 168,844 160,220

固定負債   

退職給付引当金 192,245 192,596

役員退職慰労引当金 11,500 20,640

長期預り金 129,236 130,196

資産除去債務 1,445 －

その他 3,496 3,818

固定負債合計 337,924 347,251

負債合計 506,769 507,471
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,027,026 1,027,026

利益剰余金 △175,823 △238,498

自己株式 △7,445 △7,379

株主資本合計 843,756 781,148

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △82,909 △40,906

評価・換算差額等合計 △82,909 △40,906

純資産合計 760,846 740,241

負債純資産合計 1,267,615 1,247,713
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 604,492 541,303

売上原価 292,184 253,471

売上総利益 312,307 287,832

販売費及び一般管理費 275,765 238,320

営業利益 36,542 49,511

営業外収益   

受取利息 5,309 159

受取配当金 － 2,554

受取保険金 － 1,319

保証金敷引収入 － 1,200

その他 1,584 581

営業外収益合計 6,893 5,814

営業外費用   

支払利息 26 30

為替差損 832 491

その他 － 0

営業外費用合計 859 522

経常利益 42,576 54,804

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 － 9,440

貸倒引当金戻入額 1,600 3,400

賞与引当金戻入額 6,500 －

特別利益合計 8,100 12,840

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,445

特別損失合計 － 1,445

税引前四半期純利益 50,676 66,198

法人税、住民税及び事業税 3,527 3,523

法人税等合計 3,527 3,523

四半期純利益 47,149 62,674
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 50,676 66,198

減価償却費 1,135 800

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,600 △3,400

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 684 △350

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 560 △9,140

受取利息及び受取配当金 △5,309 △2,713

支払利息 26 30

為替差損益（△は益） 832 491

売上債権の増減額（△は増加） △13,166 △12,282

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,029 973

その他の資産の増減額（△は増加） 2,111 2,732

仕入債務の増減額（△は減少） 10,361 16,801

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,376 2,974

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,445

その他の負債の増減額（△は減少） △7,668 △1,510

小計 31,797 63,052

利息及び配当金の受取額 312 1,430

利息の支払額 △26 △30

法人税等の支払額 △14,109 △14,133

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,973 50,318

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △105,408

関係会社株式の取得による支出 － △12,000

敷金及び保証金の回収による収入 1,700 4,088

貸付けによる支出 △1,500 －

貸付金の回収による収入 1,333 707

その他の収入 － 1,277

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,533 △111,335

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △226 △314

自己株式の取得による支出 △104 △66

財務活動によるキャッシュ・フロー △331 △381

現金及び現金同等物に係る換算差額 △832 △491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,343 △61,888

現金及び現金同等物の期首残高 289,717 271,807

現金及び現金同等物の四半期末残高 308,060 209,919
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該当事項はありません。  

  

  

１. 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、大阪・東京のビジネス街を中心とした直営店及び外商販売とともに全国に亘るフランチャイズ・チェー

ン店及び特約店を通じ、オーダー紳士服、婦人服の販売事業を営んでおり、各販売業態ごとに事業計画を立案し、

販売活動を展開しております。したがいまして当社は、販売業態を基礎としたセグメントから構成されており、

「直営店事業」「フランチャイズ（ＦＣ）・特約店事業」「外商事業」の３分類を報告セグメントとしておりま

す。  

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）  

（単位：千円）

 （注）「その他」の区分は、主に報告セグメントに帰属しない全社共通等の管理部門であります。 

（追加情報） 

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 

（注）  
合計  

直営店事業 
ＦＣ・特約店

事業  
外商事業 計  

売上高 

（1）外部顧客への売上高 

（2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高  

 

   
 

456,512

－  

49,923

－

32,491

－

 

 

538,926

－

 

 

2,377

－

541,303

－

計  456,512 49,923 32,491  538,926  2,377 541,303

 セグメント利益又は  

損失（△） 
 68,529 9,086 1,072  78,687  △29,176 49,511

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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